
再生紙を使用して
います

大豆油インキを
使用しています

遊行のお砂持（５月１５日）

平成17年6月14日発行
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（
平
成
17
年
３
月
31
日
現
在
）

一般会計は、市の中心となる会計で、その歳入や歳
出もさまざまな分野にわたっています。

歳入の52％は、市税で支えられています。続いて、
国庫支出金、市債の順になっています。

歳出は、民生費が最も多く、続いて土木費、総務費、
教育費の順になっています。

＜項目の内容＞

■民生費

■土木費

■総務費

■教育費

■衛生費

■公債費

お年寄りや障害者、子ども

たちを支えました。

道路や住宅、公園などを整

備しました。

戸籍事務や市の内部管理な

どを行いました。

学校教育や生涯学習、文化、

スポーツを振興しました。

皆さんの健康を支え、環境

美化を推進しました。

市が借り入れたお金の返済

を行いました。

市市
のの
財財
政政
はは
、、
市市
民民
のの
皆皆
ささ
んん
にに
納納
めめ
てて
いい
たた
だだ
いい
たた
市市
税税
やや
国国
かか
らら
のの
補補

助助
金金
なな
どど
のの
収収
入入
でで
成成
りり
立立
ちち
、、
よよ
りり
よよ
いい
市市
民民
生生
活活
のの
たた
めめ
にに
使使
わわ
れれ
てて
いい

まま
すす
。。
そそ
のの
歳歳
入入
（（
収収
入入
））
とと
歳歳
出出
（（
支支
出出
））
なな
どど
のの
状状
況況
をを
おお
知知
らら
せせ
しし
まま

すす
。。1166

年年
度度
のの
歳歳
入入
とと
歳歳
出出
はは
、、
５５
月月
3311
日日
にに
締締
めめ
切切
らら
れれ
まま
すす
のの
でで
、、
各各
会会
計計

とと
もも
未未
収収
、、
未未
払払
いい
をを
残残
しし
てて
いい
まま
すす
。。

●市　　税
●国庫支出金
●市　　債
●諸 収 入
●県支出金

用
語
解
説

個人や事業所にかかる税金で、市に納められるもの
国からの負担金や補助金など
市が借り入れたお金
預金の利子や貸付金の元利収入など
県からの負担金や補助金など

平平
成成
1166
年年
度度
　　
財財
政政
事事
情情
のの
公公
表表

平平
成成
1166
年年
度度
　　
財財
政政
事事
情情
のの
公公
表表

特特別別会会計計

特別会計とは、特定の事業について設けられた
会計で、事業ごとの予算になっています。

企企業業会会計計

企業会計とは、会社の形で運営されており、病
院や上水道があります。

敦賀市子育て総合支援センター
（平成16年11月開所）での風景

和久野市営住宅第３期整備事業
（和久野６号棟）

財政課　　　　　　 ２２ー８１０４
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少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
な

ど
、
社
会
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
に
お
い
て
も
、
介
護
保
険

制
度
や
障
害
者
支
援
費
制
度
な
ど
、
社

会
経
済
へ
の
変
化
に
対
応
し
た
必
要
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
利
用
者
の
選
択
を
基
本
と
し
た

「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

福
祉
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
と
と
も

に
、
利
用
者
保
護
の
仕
組
み
や
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
充

実
活
性
化
を
推
進
し
、
地
域
で
の
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
市
民

の
意
識
や
意
向
、
地
域
の
実
情
を
反
映

す
る
た
め
、
平
成
16
年
に
地
域
福
祉
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ま
た
学
識
経
験

者
、
各
団
体
か
ら
の
推
薦
、
市
民
公
募

で
構
成
す
る
敦
賀
市
地
域
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
と
作
業
部
会
を
設
置
し
、
計

画
内
容
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、

と
の
課
題
か
ら
、

本
市
の
地
域
福
祉
活
動
を
よ
り
具
体

性
・
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
、
敦
賀

市
全
体
で
地
域
福
祉
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
一
体
と
な
っ
て
地
域
福
祉
活
動

を
展
開
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
基
本
理
念
を
以
下
の
よ
う
に
定
め

ま
し
た
。

す
べ
て
の
市
民
が
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
住
み
慣
れ
た
地
域
で

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
・
地
域
・
行
政
が
相
互
に
連
携
し

た
福
祉
社
会
の
形
成
を
目
指
す
た
め
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

策定委員会の開催風景

他の庁内関係部門・機関との密接な連携・調整を図り、全庁的な体制で計画を実施します。

市民や関係団体、学識経験者等で構成する推進組織を整備し、意見の交換や連絡調整を行うなど、市　
民、地域、市との協働体制を築きます。

市民の理解を深めるため、広報紙やホームページなどを活用し、市民に分かりやすく周知します。

今後、計画を推進していくために以下のことを進めていきます。

福祉保険課　　　　　　 ２２ー８１２３

＊
＊ここでは市役所関係機関すべてを指します

◇
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
者
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
市
民
へ
の
参
画
の
呼
び

か
け
が
必
要

◇
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
育

て
中
の
人
は
積
極
的
に
意
見
を
述
べ

る
な
ど
、
自
ら
問
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
が
大
切

◇
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
・
家

庭
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
行
政
と
福
祉
・
保

健
・
医
療
施
設
お
よ
び
関
係
機
関
、

団
体
と
の
連
携
強
化
が
重
要
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出
生
数
に
つ
い
て
は
、
20
歳
後
半
か
ら
30
歳
代
前
半
ま
で
の
子
育
て
世

代
が
比
較
的
多
く
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
、
平
成
14
年
ま
で
は
大
き
な
増

減
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
平
成
15
年
は
６
３
０
人
と
近
年
で
は
最
も
低
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
女
性
が
一
生
の
間
に
生
む
子
ど
も
の
数
を
示
す
合＊
計
特
殊
出
生
率

に
つ
い
て
も
、
全
国
の
水
準
と
比
較
す
る
と
高
い
も
の
の
、
平
成
15
年
は

１
・
48
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
、
急
速
な
少
子
化
の
進
行
に
対
応
す
る
た
め
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
の
整
備
を
図
る
「
敦
賀
市
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
（
敦
賀
市
児
童
育
成
計
画
）」
を
作
成
し
、
平
成
15
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
こ
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
を

踏
ま
え
て
、「
み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
向
け
た
５

年
間
（
平
成
17
〜
21
年
度
）
の
敦
賀
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画

「
つ
る
が
い
き
い
き
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」
を
新
た
に
つ
く
り
ま
し
た
。

本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
子
育
て

家
庭
、
中
・
高
校
生
の
実
態
や
意
向
を
把
握

す
る
た
め
、「
次
世
代
育
成
支
援
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
平
成
16
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
市
民
、
関
係
団
体
、
有
識
者
か
ら
な

る
「
敦
賀
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行

動
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
子
育
て

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
計
画
は
、
総
論
と
各
論
の
２

部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＜出生数と合計特殊出生率＞

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
地
域
の
子
育
て
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
相
談
・
情
報
提

供
体
制
の
整
備
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
と
家
族
の
き
ず
な
づ
く
り
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

保
健
・
福
祉
・
教
育
の
各
分
野
が
連
携
し
な
が
ら
、
母
子
保
健
事
業
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
思
春
期
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
望
ま

し
い
生
活
習
慣
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
食
育
や
思
春
期
保
健
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
生
き
る
力

の
育
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
男
女
が
協
力
し
て

家
庭
を
築
き
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
大
切
さ
、
親
子
・
家
族
の
き
ず
な
、

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
敦
賀
市
に
定
住
し
た
い
と
い
う
意
識
が

醸
成
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
社
会
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
お
よ
び
子
育
て
家
庭
を
含
め
、
す
べ
て
の
市
民
が
安
全
で
快
適

な
環
境
の
中
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
・
住
環
境
・
道

路
交
通
環
境
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

男
女
が
共
に
、
子
育
て
や
家
庭
生
活
・
地
域
生
活
と
仕
事
が
両
立
で
き

る
よ
う
に
、
多
様
な
雇
用
形
態
や
処
遇
、
育
児
休
業
制
度
の
定
着
な
ど
、

職
場
の
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
を
危
険
か
ら
守
る
た
め
に
、
子
ど
も
に
安
全
な
環
境
を
地
域
ぐ

る
み
で
協
力
し
て
つ
く
り
、
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。

「
家
族
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
れ
ら
の
役
割
を
認
識
し
て
い

け
る
よ
う
な
意
識
啓
発
を
進
め
る
と
共
に
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

や
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
自
立
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
障
害

を
持
っ
た
子
ど
も
が
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の
も
と
、
ひ
と
り

の
人
間
と
し
て
尊
厳
を
保
持
し
、
自
立
の
た
め
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
障
害
児
施
策
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

＊
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

障
害
者
や
高
齢
者
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
女
性
等
を
　

含
め
た
す
べ
て
の
人
々
が
、
家
族
や
地
域
で
共
に
暮
ら

し
、
普
通
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会

を
つ
く
る
と
い
う
理
念
の
こ
と

住民（自助）、地域（共助）および行政（公助）が、それぞれの役割分担を果たしなが
ら、協働し支え合って、子どもの主体的な成長を支援していくことを推進していきます。

＊合計特殊出生率

15歳から49歳までの女性が一生の間に生む子どもの数のこと

（福井県調べ）

＊

問合せ　児童家庭課　 ２２－８１２５
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保保
険険
料料
がが
介介
護護
保保
険険
制制
度度

をを
支支
ええ
てて
いい
まま
すす

高
齢
化
が
進
む
今
日
、
将
来
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
多
く
の
人
が
介
護
の
問

題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
年
々
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
の
数
や
利
用
量
が
増
え
て
い
ま

す
。介

護
保
険
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
助

け
合
い
支
え
あ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

い
ざ
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
で

も
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保保
険険
料料
はは
大大
切切
なな
財財
源源
でで
すす

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、
国
や

県
、
市
町
村
が
負
担
す
る
公
費
と
と
も

に
介
護
保
険
制
度
の
大
切
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
介
護
保
険
料
は
必
ず
納
め

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成
17
年
度
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
お
よ
び
納
入
通
知
書
は
７

月
中
旬
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

敦賀市の介護サービスにかかる費用の総額（利用負担分を除く）
の約18％に応じて、65歳以上の人の保険料の基準額が決まります。

低
所
得
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
段

階
が
第
１
段
階
（
生
活
保
護
受
給
者
を
除

く
）
お
よ
び
第
２
段
階
の
方
で
、
次
に
該

当
す
る
方
は
減
免
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

①
〜
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

②
本
人
と
ご
家
族
の
前
年
の
年
間
収

入
の
合
計
金
額
が
、
次
の
額
以
下

で
あ
る
。

・
１
人
世
帯
の
場
合

１
１
０
万
円
以
下

・
２
人
世
帯
の
場
合

１
７
０
万
円
以
下

＊
世
帯
員
が
増
え
る
ご
と
に
60

万
円
を
加
算

③
市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
。

④
市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
方
と
生

計
を
共
に
し
て
い
な
い
。

⑤
資
産
を
活
用
し
て
も
な
お
生
活
が

困
窮
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

減
免
内
容

第
１
段
階
の
方

１
８,
６
０
０
円
か
ら

１
１,
１
０
０
円
に

第
２
段
階
の
方

２
７,
９
０
０
円
か
ら

１
８,
６
０
０
円
に

減
免
内
容

減
免
対
象
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

１
割
の
利
用
者
負
担
額
を
さ
ら
に
２
分

の
１
に
減
額

減
免
対
象
サ
ー
ビ
ス

訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
・
訪
問
入
浴

介
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

通
所
介
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
市
役
所
　

１
階
７
番
窓
口
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
来
庁
が
困
難
な
場
合
は

長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
７
月
１
日
か
ら

÷12カ月

敦賀市の介護サービス総費用
のうち第１号被保険者負担分

敦賀市の第１号被保険者数
＝

長寿福祉課　　　　　　 ２２ー８１８０

65歳以上の人（第１号被保険者） 段階別保険料】
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現
在
、
防
災
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
９

チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
放
送
し
て
い
る
災
害

情
報
を
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
宅
で
し
か
分
か
ら

な
か
っ
た
災
害
の
情
報
も
、
簡
単
な
登

録
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
携
帯
電
話
に

メ
ー
ル
で
送
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
と
て

も
便
利
に
な
り
ま
す
。

 

 

 

 

 

注意：事前に

iinnffoo@@ttoonnbboo..ttoonn2211..nnee..jjpp
からのメールが受信できるようにしてください。

＊
下
記
の
項
目
に
従
い
、
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
内
容
は
、
災
害
情
報
と
９

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
す
る
消

防
車
の
出
勤
内
容
に
な
り
ま

す
。

＊
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

通
信
費
等
は
、
利
用
さ
れ
る

方
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

メール登録に関する問合せ　情報管理課　　　　　　 ２２ー８１１４
内容に関する問合せ　　　　生活防災課　　　　　　 ２２ー８１６６

探
検
な
ら

お
い
ら
大
好
き
だ
。

黒
河
川
を
探
検
し
て

生
き
物
を
見
つ
け
よ

う
！

い
ろ
ん
な
生
き
物
と

友
達
に
な
れ
る
よ
。

ぞ
く
ぞ
く
ワ
ク
ワ
ク

の
大
冒
険
！

昨年の「きのめちゃんとたんけん！」開催風景

つるが環境みらいネットワークでは７月31日（日）、８月７日（日）に「きのめちゃん
とたんけん！」を開催します。
きれいな黒河川に住む虫や魚などの生き物、川にやってくる鳥たちに触れてみませんか。
顕微鏡を使って、小さな生き物も見ることができます。
敦賀の豊かな自然を実感してみましょう。きっと新しい発見の世界が広がります。

問合せ　環境課　　　　　　 ２２ー８１２１
つるが環境みらいネットワークホームページ　http://www1.rcn.ne.jp/̃kankyoumirai/
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例年行われている白銀神社の「火まつり」に合わせて、
「炎と銀河のフェスティバル」が開催されました。クラ
イマックスの４日には、赤々とした炎の火みこしと約
200本のたいまつで、駅前商店街は明るく照らされまし
た。また、炎、花火、レーザー光線を使った「炎と光と
音の祭典」では、観客は音楽に合わせた幻想的な演出に
見入っていました。

球都敦賀のレベルアップを図ろうと、県外の強豪校
を招いて、試合が行われました。中学の部では星稜中
学校（石川県）と市内４校との試合が、高校の部では
宇和島東高校（愛媛県）と市内３校との試合が行われ、
どの試合も熱戦が繰り広げられました。
夏の大会での活躍を期待しましょう！

あなたが写っていたら、ご連絡ください。写真を差
し上げます。 広報広聴課　 ２２ー８１１２

敦賀市と、 生駒工業から分社した

二夜の川の美化運動に取り組んでいる「二夜の
川を美しくする会」による鯉放流が行われました。
来賓をはじめ多くの子どもたちが、例年より大き
な200匹の鯉を放流しました。今年は創立20周年
を記念し、鯉放流に先立ち式典が行われました。
またバンドや模擬店、昔なつかし「ちんどんや」
といった催しも行われ、公園内は多いに賑わって
いました。

平成18年のJR北陸線の直流化に向けて、多くの人に
敦賀の街を知ってもらおうと、このイベントが開催され、
46人が参加しました。快晴の空の下、敦賀駅を出発した
参加者は、約６kmの散策コース（気比神宮～天筒山～金
ヶ崎古戦場～山車会館など）を歩き、敦賀の歴史や文化
をじかに感じ取っていました。県外からの参加者の中に
は、60年ぶりに敦賀を訪れた方もおり、敦賀での散策を
楽しんでいました。

昨年18年ぶりに復活した、沓見
くつ み

地区の伝統ある御田植祭
おた う え さ い

が今年も行われました。威勢のいい「ヤホ－、ハイヤー」の
掛け声とともに、数十人の行列が集落内を練り歩きました。
信
し

露
ろ

貴
き

彦
ひこ

神社と久
く

豆
つ

弥
み

神社では、見事な王の舞（写真上）や
獅子舞が奉納され、地区の人たちは秋の豊作を祈りました。

松原海岸を中心として、クリーンアップ大作戦が行
われました。当日は、花城海岸をスタートに地元住民、
関係団体、関係企業、中・高校生など約1,000人の参加
者が、ゴールである松原海岸駐車場に向かって吸い殻
やビニール袋など様々なごみを拾いました。スタート
時は肌寒いほどの天候でしたが、終わるころには汗ば
むほどに一生懸命作業を行いました。


